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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共通軸方向中心線上に位置する取っ手セグメント及び剛毛基体セグメントを備えた細長
い部材要素を有し、
　前記剛毛基体は、基体端領域の間に中央円筒領域を備え、基体端領域が、前記中央円筒
領域から互いに反対側の剛毛基体端部まで延びる、半径方向に連続して次第に大きくなる
寸法を有する、鼓形の剛毛基体を構成する円筒形コアセグメントを有し、
　前記ヘアブラシは、前記剛毛基体全体にわたって取り付けられた実質的に等しい長さの
複数本のヘアブラシ剛毛を更に有し、
　前記ヘアブラシ剛毛は、前記鼓形剛毛基体に沿って、鼓形剛毛ブラシを形成する剛毛端
部を有し、中央円筒領域は、前記軸方向中心線から半径方向に等距離に形成されることを
特徴とするヘアブラシ。
【請求項２】
　前記取っ手セグメントは、
（１）円形の形状、三角形の形状、正方形の形状、多角形の形状及び台形の形状から成る
群から選択された断面形状のうちの１つを有し、又は
（２）指の幅の窪みを有し、又は
（３）半径方向に次第に小さくなった取っ手端領域を有する連続的に湾曲した凸状領域を
備えている、ことを特徴とする請求項１記載のヘアブラシ。
【請求項３】
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　前記複数本のヘアブラシ剛毛は、
（１）小さな束の群の状態に分離されると共に一連の軸方向に整列し、半径方向に分布し
た直線状の剛毛列の状態で前記剛毛基体の周面上に設けられ、各列は、小さな複数のヘア
ブラシ剛毛束から成り、各直線状列中の各ヘアブラシ剛毛束は、前記剛毛基体に沿って軸
方向に互いに間隔を置いて位置し、前記小さな束は、前記小さな束が直線状ヘアブラシ剛
毛パターン、螺旋状ヘアブラシ剛毛パターン及び所定のヘアブラシ剛毛パターンから成る
群から選択されたパターンのうち１つを形成し、又は
（２）一連の軸方向に整列し、半径方向に分布した直線状剛毛列の状態で前記剛毛基体の
周面上に個々に設けられており、前記ヘアブラシ剛毛が、直線状ヘアブラシ剛毛パターン
、螺旋状ヘアブラシ剛毛パターン及び所定のヘアブラシ剛毛パターンから成る群から選択
されたパターンのうち１つを形成するように、各前記直線状列は、前記剛毛基体に沿って
軸方向に互いに間隔を置いて位置する、ことを特徴とする請求項１又は２記載のヘアブラ
シ。
【請求項４】
　共通軸方向中心線上に位置した取っ手セグメント及び剛毛基体セグメントを備える細長
い部材要素を有し、前記剛毛基体は、実質的に類似した楕円形断面形状の中央領域を備え
たコアセグメントを有し、前記中央領域は、互いに反対側の剛毛基体端部まで寸法が連続
的に次第に大きくなった楕円形断面の端領域によって境界付けられていて、鼓形剛毛基体
を構成し、前記ヘアブラシは、前記剛毛基体全体にわたり取り付けられた実質的に等しい
長さの複数本のヘアブラシ剛毛を更に有し、前記ヘアブラシ剛毛は、前記鼓形剛毛基体に
沿って、鼓形剛毛ブラシを形成する剛毛端部を有し、前記中央領域は、前記軸方向中心線
から半径方向に等距離に形成されることを特徴とするヘアブラシ。
【請求項５】
　前記複数本のヘアブラシ剛毛は、
（１）小さな束の群の状態に分離されると共に一連の軸方向に整列し、半径方向に分布し
た直線状の剛毛列の状態で前記剛毛基体の周面上に設けられ、各列は、小さな複数のヘア
ブラシ剛毛束から成り、各直線状列中の各剛毛束は、前記剛毛基体に沿って軸方向に互い
に間隔を置いて位置し、前記小さな束が直線状ヘアブラシ剛毛パターン、螺旋状ヘアブラ
シ剛毛パターン及び所定のヘアブラシ剛毛パターンから成る群から選択されたパターンの
うち１つを形成し、又は
（２）一連の軸方向に整列し、半径方向に分布した直線状剛毛列の状態で前記剛毛基体の
周面上に個々に設けられており、前記ヘアブラシ剛毛が直線状ヘアブラシ剛毛パターン、
螺旋状ヘアブラシ剛毛パターン及び所定のヘアブラシ剛毛パターンから成る群から選択さ
れたパターンのうち１つを形成するように、各前記直線状列は、前記剛毛基体に沿って軸
方向に互いに間隔を置いて位置する、ことを特徴とする請求項４記載のヘアブラシ。
【請求項６】
　前記取っ手セグメントは、
（１）円形の形状、楕円形の形状、三角形の形状、正方形の形状、多角形の形状及び台形
の形状から成る群から選択された断面形状のうちの１つを有し、又は
（２）指の幅の窪みを有し、又は
（３）半径方向に次第に小さくなった取っ手端領域を有する連続的に湾曲した凸状領域を
有し、前記剛毛基体の前記半径方向に大きくなった端領域は、滑らかな凹状領域又は滑ら
かな凸状領域を構成している、ことを特徴とする請求項４又は５記載のヘアブラシ。
【請求項７】
　前記鼓形コアセグメント及び前記中央領域を有する剛毛基体は、互いに反対側の剛毛基
体端部を構成する、寸法が連続して次第に大きくなった楕円形端領域まで延びる、実質的
に一定の楕円形断面形状を有する、ことを特徴とする請求項４から６のいずれか１項に記
載のヘアブラシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、ヘアブラシ、その基体及びそのヘアブラシ剛毛に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来型ヘアブラシは、典型的には取っ手セグメント及び剛毛セグメントを含む細長い部
材を有している。一般に、剛毛セグメントは、その軸方向長さ全体にわたり一定直径の中
実の円筒形の形状をしている。標準型ブラシでは、剛毛端部は、軸方向長さ全体にわたり
実質的に一定直径の中実円筒形領域に挿入される。変形例として、剛毛端部は、実質的に
平らな表面内に挿入される。伝統的なブラシで毛（髪の毛）をブラッシングする段階中、
剛毛と頭髪及び湾曲した頭表面との接触領域は、ブラシ領域の何分の一かである。典型的
には、ブラシの中央領域の剛毛だけが頭皮及び毛根に接触する。したがって、実際に毛の
ブラッシングを行うのは剛毛のほんの一部に過ぎない。
　剛毛と毛根との接触面積を大きくする動物（人間を含む）の構造に適したヘアブラシ及
びボリュームを付ける（出す）ヘアブラシが市場において要望されている。
【０００３】
（発明の開示）
　本発明の目的は、動物の構造に適したヘアブラシを提供することにある。
　本発明の別の目的は、人の髪の毛の手入れ及び動物の毛の手入れに適したヘアブラシを
提供することにある。
　本発明の別の目的は、剛毛基体が鼓形の形状をした平らな又は丸形ヘアブラシを提供す
ることにある。
　本発明の別の目的は、取っ手を備え又は備えていない種々の形状で製造され、中実コア
又は中空コアを備えた基体表面が鼓形の形状をした平らな及び丸形のヘアブラシを提供す
ることにある。
　本発明の別の目的は、鼓形、例えば台形鼓形、凹状鼓形、凸状鼓形及び楕円形断面の鼓
形のヘアブラシを提供することにある。
　本発明の別の目的は、鼓形の形状をしていて、鼓形の中心のところ又はその近くに半径
方向等距離の又は平らな中央領域を有するヘアブラシを提供することにある。この中央領
域は、剛毛基体の鼓形の形状を維持する限り、任意所望長さのものであってよい。
【０００４】
　本発明の別の目的は、ブラシ基体に実質的に垂直に挿入されたヘアブラシ剛毛又は個々
のヘアブラシ剛毛フィラメントの束を利用してヘアブラシ剛毛とブラシ基体の中央長手方
向軸線が約９０°の角度をなすようにすることにある。
　本発明の更に別の目的は、剛毛基体の鼓形がヘアブラシ剛毛の外周縁部まで半径方向外
方に突き出るよう実質的に等しい長さのヘアブラシ剛毛を有するヘアブラシを提供するこ
とにある。
　本発明の別の目的は、ブラッシング中、頭皮と毛と毛根の接触面積を大きくする動物の
構造に適したヘアブラシを提供することにある。
　本発明の別の目的は、従来型ヘアブラシにより得られるブラッシング領域よりも広いブ
ラッシング領域をユーザに提供し、かくして毛とヘアブラシ剛毛との接触を促進し、僅か
な労力、小さな力、頭皮と毛の処置上の誤りが少ない毛のブラッシングを可能にし、それ
により頭皮の良好な刺激を促進すると共に健全そうな艶又は光沢を与える動物の構造に適
したヘアブラシを提供することにある。
【０００５】
　本発明の別の目的は、ヘアブラシの剛毛の一層の入り込み及び頭皮及び毛根との一層の
接触を可能にし、それによりブラシのヘアブラシ剛毛相互間から滑り出る毛の量を減少さ
せると共に毛を加熱し、ヘアドライヤで整髪する効率を高める動物の構造に適したヘアブ
ラシを提供することにある。
　本発明の別の目的は、中央中間領域の剛毛基体材料を少なくし、毛及び毛の端部がヘア
ブラシにしっかりと巻き付き、ユーザにヘアスタイルの良好な制御及び良好な結果を与え
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る動物の構造に適したヘアブラシを提供することにある。
【０００６】
　本発明の別の目的は、ユーザが剛毛基体及びヘアブラシ剛毛の鼓形に起因して、ブラシ
で多くの毛を巻き上げることができる動物の構造に適したヘアブラシを提供することにあ
る。
　本発明の別の目的は、利用されると、一層の入り込み及び毛根からの毛の一層の引き伸
ばしを可能にし、ヘアスタイルにボリュームを付ける動物の構造に適したヘアブラシを提
供することにある。
　本発明の別の目的は、剛毛基体の上面が鼓形をしていて、ヘアブラシ剛毛端部を備えた
半球形中央領域を有する鼓形の形を形成する平らなヘアブラシを提供することにある。
【０００７】
　本発明の別の目的は、剛毛基体周りに中央円筒形領域を備えた鼓形の形をしており、実
質的に等しい長さのヘアブラシ剛毛、束又は個々のフィラメントを利用して剛毛の外周縁
部が、半径方向に等間隔の中央領域を備えた鼓形、半径方向等距離の中央領域を備えた鼓
形の弧状セグメント、実質的に円筒形中央領域を備えた凹状又は凸状表面又は平らな又は
半径方向等距離の中央領域を備えた台形表面を形成するようになっており、それにより利
用されると、ヘアスタイルにボリュームを付けるヘアブラシを提供することにある。
　本発明の別の目的は、実質的に平らな又は平坦な中央領域或いは半球形中央領域を備え
た凹状又は凸状の全体として矩形の剛毛基体を備えていて、剛毛の外周縁部が鼓形の弧状
セグメント又は２丘状の形状を形成するような長さのヘアブラシ剛毛を利用し、２丘状筒
体形状の交差部のところに平らで平坦な領域又は半球形領域が設けられたヘアブラシを提
供することにある。
　本発明の別の目的は、鼓形の丸いヘアブラシと同一の利点を提供する平らなヘアブラシ
を提供することにある。このヘアブラシは、幾つかの形状のうちの１つを有するコアを備
えて製造でき、このヘアブラシは、中実であっても中空であってもよい。
【０００８】
　ヘアブラシは、取っ手セグメント及び剛毛基体セグメントを備えた細長い部材を有する
。一実施形態では、剛毛基体は、平らな又は半径方向等距離の中央領域及びこれに隣接し
て設けられた半径方向に次第に大きくなった端領域を有する円筒形コアを構成する。別の
実施形態では、剛毛基体は、寸法が連続して大きくなった楕円形断面の端領域と境を接し
た実質的に類似した楕円形断面形状の中央領域を備える。複数本のヘアブラシ剛毛が、剛
毛基体全体にわたり取り付けられている。ヘアブラシ剛毛は、一実施形態では、複数本の
ヘアブラシ剛毛の外周部分が円筒形中央領域を有する鼓形又はかかる鼓形の弧状セグメン
トを画定するよう実質的に等しい長さのものである。別の実施形態では外周部部分は、実
質的に類似した楕円形断面形状の中央領域を備えた鼓形を画定する。ヘアブラシ剛毛は、
剛毛基体表面に対し実質的に垂直に設けられると共に剛毛基体全体を通じ所定のパターン
で分布して設けられている。これらの分布状態は、直線状、螺旋状又は任意所望の剛毛植
設パターンであってよい。一実施形態では、ヘアブラシ剛毛は、ブラシ基体上に連続して
個々に設けられる。別の実施形態では、ヘアブラシ剛毛は、小さな束の群の状態に分離さ
れ、これら束は、剛毛基体上に連続して設けられる。両方の実施形態において、各一連の
個々のヘアブラシ剛毛又は剛毛束は、剛毛基体の周面上でヘアブラシの中央軸線に垂直に
連続して設けられる。これら分布状態は、直線状、螺旋状又は任意所望の剛毛植設パター
ンであってよい。一実施形態では、剛毛は、ブラシの軸方向中心線を通る共通半径方向平
面内で軸方向に互いに間隔を置いて設けられている。剛毛基体の上面が鼓形の平らなヘア
ブラシも又本明細書において開示される。
　本発明の別の目的及び利点は、添付の図面と関連して好ましい実施形態についての詳細
な説明を読むと理解されよう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明は、ヘアブラシに関する。本明細書で説明するヘアブラシは、人間、ペット及び
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毛を持つ他の動物、例えば馬に用いるのに適していることは理解されるべきである。
　図１は、ヘアブラシ１２の斜視図を概略的に示している。図２は、ヘアブラシの概略側
面図、図３は、ヘアブラシの略図であり、特に剛毛基体セグメント１４の鼓形を示してい
る。本明細書ではこれらの図につき同時に説明する。これら全ての図において、同一の符
号は同一の部分又は領域を示している。ブラシ１２は、取っ手セグメント１３及び剛毛基
体セグメント１４を有している。図３に最もよく示すように、剛毛基体１４は、滑らかに
湾曲した凹状中央領域１６及び半径方向に次第に大きくなった端領域１８を備える全体と
して円筒形のコアセグメントを有している。剛毛基体１４は、その周面上に複数本のヘア
ブラシ剛毛２５を担持している。
【００１０】
　複数本のヘアブラシ剛毛２５は、小さな束の状態に互いに群分けされており、これら小
束のうち１つは図１において剛毛束２７として示されている。複数の小束は、図１に示す
列、例えば列２９をなして軸方向に整列している。剛毛列２９は、ヘアブラシ剛毛の列中
の束が全てコアの軸方向中心線を通る共通半径方向平面内に位置するよう直線状である。
図２及び図６の剛毛列３１を参照されたい。変形例として、ヘアブラシ剛毛は、剛毛基体
１４上に個々に設けられている（例えば、図９）。更に、剛毛列は、剛毛基体１４の周面
に沿ってぐるりと周方向に分布して設けられている。ヘアブラシ剛毛の隣り合う半径方向
列相互間のこの周方向又は角度的ずれにより、使用対象の毛にブラシを通すのに必要な力
が減少し、ヘアドライヤを用いてヘアを迅速に乾燥させることができる、髪をヘアドライ
ヤで整髪するのに必要な熱が少なくなる。さらに、凹状中央領域１６（図３）の形状が鼓
形なので、ヘアドライヤによる整髪時間を早くすることができ、熱を少なくすることがで
き、しかも使用対象の毛をブラッシングする労力を少なくすることができる。このブラシ
は又、ヘアスタイルにボリュームを付けることができる。また、半径方向列相互間の角度
的ずれは、１回のブラッシング中における頭皮のマッサージ具合を促進する。
【００１１】
　ヘアブラシ１２は、湾曲した凹状中央領域１６（図３）の鼓形の形が全体として使用対
象の頭の曲線にマッチするよう動物（人間を含む）の構造的に形作られている。
　取っ手セグメント１３は、連続的に湾曲した凸状領域４０及び半径方向に次第に小さく
なった端領域４２，４４を有している。
　図１～図４において、ヘアブラシ剛毛は、実質的に等しい長さ４６（図３参照）を有し
ていて、１列のヘアブラシ剛毛の外周が剛毛基体１４の鼓形の形状１６と相補する滑らか
に湾曲した凹状の形状を中央領域５０の周りに画定するようになっている。
【００１２】
　図６、図７、図８、図１６及び図１７では、ヘアブラシ剛毛は、様々な所定長さを有し
ていて、１列の剛毛の外周が実質的に真っ直ぐな線（図６、図７の領域７２及び図８の領
域８２を参照）を画定するようになっている。図６、図７、図８、図９、図１６、図１７
及び図１８では、剛毛の全ての外周又は終端部は筒体（図６）又は筒体の所定の弧状セグ
メント（図７及び図９）又は平面（図８及び図１８）を画定している。図６では、ヘアブ
ラシ１２は、剛毛基体１４に沿ってぐるりと周方向に設けられたヘアブラシ剛毛の列（例
えば、列３１）を有し、ヘアブラシ剛毛の長さｌは、剛毛の外周又は終端部９１が筒体を
画定するよう基体１４の長手方向スパンにわたって変化している。凹状の形状１４の深い
部分のヘアブラシ剛毛は、剛毛列３１の端部のところのヘアブラシ剛毛よりも長い。図８
では、ヘアブラシ１２は、剛毛基体１４に沿ってぐるりと設けられた列状のヘアブラシ剛
毛を有し、これら剛毛の外周又は終端部が平らな表面（領域８２参照）を画定するように
なっている。図６では、ヘアブラシ剛毛２５は、凹状中央領域７４のところの剛毛が領域
１８，２０のところの剛毛よりも長いよう所定の様々な長さのものである。凹状中央領域
７４のところのヘアブラシ剛毛が長いので、これら剛毛は、使用対象の毛の中に一段と入
り込み、理容師がボリュームのあるヘアスタイルを作ることができるようになっている。
【００１３】
　図４及び図７は、細長い全体として矩形の部材４３を備えたヘアブラシ１２を概略的に
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示している。切断線８０′－８０″から見た部材４３の断面の特徴は、形状が全体として
矩形であるということにある。取っ手７８が図４及び図７に示されている。図４及び図７
では、取っ手７８は、基体端領域１８，２０と実質的に長手方向に整列した取っ手表面７
７を備えたものとして示されている。部材４３の全体として矩形の断面形状は、剛毛基体
セグメントの一部であるコアセグメント７０まで前へ続けられている。図５及び図８は、
端部を矩形の形状として示している。図５は、筒体の弧状セグメントを画定する剛毛の列
の外周の概略軸方向斜視図である。図８は、ブラシの概略軸方向斜視図であり、この場合
、剛毛列中の剛毛の外周又は終端部が平らな表面８２を画定している。図５及び図８は、
剛毛の列相互間の角度的ずれを示している。
【００１４】
　図４及び図７では、ブラシ１２は、取っ手セグメント７８及び領域７２全体にわたって
延びる剛毛基体セグメントを有している。ヘアブラシ剛毛２５は、細長い矩形の形状の剛
毛基体セグメント７２の滑らかに湾曲した凹状中央領域７４から上方に突き出ている。図
４では、凹状中央領域７４及びヘアブラシ剛毛２５は、領域７６のところに凹状の複数の
剛毛端部を形成している。図７では、ヘアブラシ剛毛２５は、凹状中央領域７４のところ
のヘアブラシ剛毛が剛毛基体の端領域１８，２０のところの剛毛よりも長いよう所定の様
々な長さｌのものである。図６の中央剛毛と同様、凹状中央領域７４のところの図７に示
すブラシ１２のヘアブラシ剛毛は、使用対象の毛の中に更に入り込み、理容師がボリュー
ムのあるヘアスタイルを作ることができるようになっている。図４と図７の両方において
、ヘアブラシ剛毛２５は、剛毛基体上に角度をなして設けられている。直線列中のヘアブ
ラシ剛毛２５の角度的ずれは、図５及び図８に示されている。
【００１５】
　図９では、各ヘアブラシ剛毛２８は個々に剛毛基体表面２６上に設けられていて、剛毛
端９１全ての終端又は外周が筒体の所定の弧状セグメントを画定するようになっている。
剛毛の束では無く、個々のヘアブラシ剛毛を円筒形コア実施形態（図３）と矩形のコア実
施形態（図４及び図７）の両方と関連して利用できる。
　図１０は、半径方向に距離が等しい中央領域２２を備えた円筒形又は丸い鼓形ヘアブラ
シ１２の概略斜視図である。半径方向等距離又は円筒形の中央領域２２は、領域２３，２
４相互間の剛毛基体１４のセグメントにより構成されている。剛毛基体端領域２３，２４
は、半径方向寸法が連続して増大した状態で中央領域２２から互いに反対側の剛毛基体端
部まで延びている。端領域２３，２４の半径方向寸法は様々であってよい。中央領域２２
は、ヘアブラシを通過する長手方向軸線３３（図１２Ａ、図１２Ｂ及び図１２Ｃ参照）か
ら半径方向等距離のところに位置した剛毛基体の長手方向領域である。図１１、図１２Ａ
、図１２Ｂ図及び１２Ｃでは、中央領域２２の剛毛基体１４の周囲は、筒体を画定してい
る。基準線１９は、半径方向可変端領域２３，２４と並置した平らな又は半径方向等距離
の中央領域２２の勾配を示している。
【００１６】
　鼓形の別の実施形態では、コア７０は、楕円形又は長円形の断面形状（図１５Ｃ参照）
をしていて、中央領域２２が実質的にこれに類似した楕円形断面形状の剛毛基体１４の長
手方向領域であるようになっている。中央領域２２は、各端部が互いに反対側の剛毛基体
端部まで連続的に寸法の大きな楕円形断面を有する端領域２３，２４によって境界付けら
れている。
　図１１は、丸くて台形の鼓形ヘアブラシ１２の概略側面図であり、特に剛毛基体１４の
鼓形の形状を示している。ブラシ１２は、取っ手セグメント１３及び剛毛基体セグメント
１４を有している。ヘアブラシ１２の側面図又は断面図は、領域２２が共通軸方向中心線
３３に平行であり、又はこれから半径方向等距離のところに位置していることを示してい
る。領域２２内の基体表面とヘアブラシ剛毛２５の端部の両方は、筒体又は半径方向等距
離の形状、或いは実質的にこれに類似した楕円形断面形状を画定している。全ての鼓形ヘ
アブラシでは、鼓形の中央領域（一定の半径方向直径領域又は一定の楕円形断面形状の中
央領域）の軸方向長さは、多くの所望の軸方向長さのうちの１つであってよい。
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【００１７】
　図１２Ａ、図１２Ｂ及び図１２Ｃは、それぞれ台形、凹状及び凸状の鼓形のヘアブラシ
１２を概略的に示している。ヘアブラシは各々、円筒形の形状又は実質的にこれに類似し
た楕円形断面形状の（即ち、実質的に等しい寸法の長円形又は楕円形断面を持つ）中央領
域２２を有している。図１１、図１２Ａ、図１２Ｂ及び図１２Ｃを同時に説明する。剛毛
基体１４は、平らな又は半径方向等距離の中央領域２２及び半径方向に次第に大きくなっ
た端領域２３，２４を備える全体として筒体状のコアセグメントを有している。剛毛基体
１４は、その周面上に複数本のヘアブラシ剛毛２５を担持している。ヘアブラシ剛毛２５
は、厚さが様々であってよく、天然又は合成材料又はこれらの組み合わせで作られたもの
であってよい。ヘアブラシ剛毛２５は、剛毛基体１４に埋め込まれた単一のヘアブラシ剛
毛フィラメント２８（図１０参照）又はヘアブラシ剛毛の束２７（図１１、図１２Ａ、図
１２Ｂ及び図１２Ｃ）であるのがよい。ヘアブラシ剛毛２５又は剛毛束２７は、剛毛基体
１４に垂直に挿入され又は埋め込まれている。ヘアブラシ剛毛２５は実質的に等しい長さ
のものなので、下に位置する基体１４の台形、凹状及び凸状の形は、半径方向外方に突き
出され、剛毛７６の外周縁部によって画定されている。ヘアブラシ剛毛２５の分布状態は
、剛毛が束２７の状態であれ個々の状態であれいずれにせよ、直線状、螺旋状又は任意所
望の剛毛植え込みパターンのものであってよい。
【００１８】
　図１１、図１２Ａ、図１２Ｂ及び図１２Ｃでは、複数本のヘアブラシ剛毛２５は、小さ
な束の状態に互いに群分けされており、これら小束のうち１つがヘアブラシ剛毛束２７と
して示されている。複数の小束は、図１１に示す列、例えば列３１中では軸方向に整列し
ている。剛毛列３１は、この列中の全てのヘアブラシ剛毛がコアの軸方向中心線を通る共
通半径方向平面内に位置するよう直線状である。また、図１０の剛毛列２９を参照された
い。変形例として、ヘアブラシ剛毛は個々に剛毛基体１４上に設けられている（図１０）
。さらに、剛毛列は、剛毛基体１４の周面に沿ってぐるりと周方向に分布して設けられて
いる。ヘアブラシ剛毛の隣り合う半径方向列相互間のこの周方向又は角度的ずれにより、
頭皮及び毛根との一層の接触が可能になり、頭皮の刺激を促進でき、使用対象の毛にブラ
シを通すのに必要な力を減少させることができる。図１５Ａ及び図１５Ｂの角度的ずれを
参照されたい。さらに、凹状中央領域２２を含め形状が鼓形なので、ヘアドライヤによる
毛の乾燥を迅速にすることができ、しかもヘアドライヤにより毛を整髪するための熱及び
労力を少なくすることができる。また、このヘアブラシの設計により、入り込みをよくし
て毛幹をしっかりと掴むことができると共に毛を毛根から良好に引き伸ばすことができ、
かくしてボリュームのあるヘアスタイルを作ることができる。また、半径方向列相互間の
角度的ずれは、１回のブラッシング中における頭皮のマッサージ具合を促進する。
【００１９】
　ヘアブラシ１２は、中央領域２２を含む鼓形の形状が使用対象の頭の形状に適合するよ
う動物の構造的に形作られている。円筒形の形をした中央領域２２又はこれに類似した楕
円形断面形状の中央領域２２は、長さが数ｍｍから数ｃｍまで様々であるのがよい。
　取っ手セグメント１３は、円筒形又は管状（長円形又は楕円形を含む）、３角形、正方
形、多角形、他端部よりも一端部のところの方が幅が広いものであってよく、人がヘアブ
ラシを掴んで利用できる任意形状に設計されたものであるのがよい。例えば、ヘアブラシ
取っ手１３は、人の指の幅を収容するほど大きな窪み５１（図１１及び図１６参照）を備
えた円筒形のものであってよく、或いは取っ手は、平らで矩形の本体を有していてもよい
。図１２Ａ、図１２Ｂ及び図１２Ｃでは、取っ手セグメント１３は、連続的に湾曲した凸
状領域４０及び半径方向に次第に小さくなった端領域４２，４４を有している。加うるに
、ブラシコア全体又はその一部は、中実であっても中空であってもよい。例えば、剛毛基
体１４は、中空取っ手セグメント１３を備えた中実のものであっても、その逆の関係のも
のであってもよい。
【００２０】
　図１０～図１５Ｂでは、ヘアブラシ剛毛２５は、実質的に等しい長さ４６のものであり
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、したがって１列の剛毛の外周は、剛毛基体１４の鼓形１６と相補する鼓形を領域５２の
周りに画定している（図１１参照）。したがって、ヘアブラシ剛毛２５はヘアブラシの長
手方向中心軸線３３に対し垂直に剛毛基体に取り付けられているので、中央領域２２を備
えた剛毛基体１４の鼓形は、ヘアブラシ剛毛２５の外周縁部７６まで半径方向外方に突き
出ている。
【００２１】
　図１４Ａ及び図１４Ｂはそれぞれ、平らな又は半球形中央領域２２を備えた台形の剛毛
基体１４を備えた矩形の平らなブラシの概略斜視図及び平らな中央領域２２を備えた台形
の剛毛基体を備えた長円形の平らな又は半球形のブラシの概略斜視図である。図１４Ａ及
び図１４Ｂのヘアブラシを、平らであると称する。というのは、ヘアブラシ剛毛は、実質
的に平らな裏側１７を備えた剛毛基体１４の片方の側に設けられているからである。図１
４Ａ及び図１４Ｂのヘアブラシは、細長い部材４３を含む取っ手１３を有している。切断
線８４′－８４″の方向に見た部材４３の断面の特徴は、形状が全体として矩形、円筒形
、台形又は長円形であるということにある。この断面形状は、コアセグメント７０へ前方
に続けられており、これにより剛毛基体１４の一部を構成している。したがって、コアセ
グメント７０は、図１４Ａ及び図１４Ｂに示す平らな中央領域２２又は半球形領域２２を
寸法的に大きな又は高くなった領域６３，６４により包囲され又はこれらによって境界付
けられた非常に幅の狭い領域として有するのがよい。図１４Ａ及び図１４Ｂでは、半球形
領域２２は、ヘアブラシの下に位置する中央基準点により定められる球形の形状の一部又
はセグメントを構成することができる。
【００２２】
　図１５Ａ及び図１５Ｂはそれぞれ、平らな矩形の形をしたヘアブラシ及び平らな長円形
のヘアブラシの概略端面図である。これらの図の各々において、ヘアブラシ剛毛２５の端
部の端面図は、筒体の弧状セグメントを画定している。図１５Ａ及び図１５Ｂの端面図は
、直線状の列中のヘアブラシ剛毛２５の角度的ずれを示している。
　図１５Ｃは、長円形又は楕円形断面形状のブラシの概略端面図又は断面図である。コア
７０の外周と剛毛２５の外周の両方は、楕円形断面形状を画定している。
　図１６、図１７及び図１８では、ヘアブラシ剛毛２５は、剛毛の列の外周が実質的に真
っ直ぐな線を画定するよう様々な所定長さのものである（図６図７の領域７２及び図８の
領域８２も参照のこと）。図１６、図１７及び図１８では、ヘアブラシ１２は、平らな又
は半球形中央領域２２を備えた剛毛基体を有している。図６、図７及び図８に示すヘアブ
ラシと同様、図１６及び図１７のヘアブラシ１２は、全ての剛毛の外周又は終端が筒体（
図１６）、筒体の所定弧状セグメント（図１７）又は平面（図１８）を画定するよう様々
な長さのヘアブラシ剛毛２５を有している。図１６は、図１６では、ヘアブラシ１２は、
剛毛基体１４に沿ってぐるりと周方向に設けられたヘアブラシ剛毛の列（例えば、列３１
）を有し、ヘアブラシ剛毛の長さｌは、剛毛の外周又は終端部９１が筒体を画定するよう
基体１４の長手方向スパンにわたって変化している。鼓形形状の中央の深い部分２２のヘ
アブラシ剛毛は、剛毛列３１の端部２３，２４のところのヘアブラシ剛毛よりも長い。
【００２３】
　図１８では、ヘアブラシ１２は、剛毛基体１４に沿ってぐるりと設けられた列状のヘア
ブラシ剛毛を有し、これら剛毛の外周又は終端部が平らな表面（領域８２参照）を画定す
るようになっている。
　ブラシを木、プラスチック、アルミニウム又は他の材料で作ることができる。これら材
料の組み合わせをブラシに利用することができる。材料、長さ、直径の種々の組み合わせ
及び種々の着色状態でブラシを製造することができる。取っ手セグメントを任意所望の形
状で製造することができるが、必ずしも剛毛基体１４の形状にマッチする必要は無い。例
えば、取っ手セグメント４０は、円形断面形状、楕円形断面形状、３角形断面形状、正方
形断面形状、台形断面形状又は多角形断面形状のものであってよい。
【００２４】
　ヘアブラシ剛毛２５のパターンは、直線状の列であってよく（図１、図６及び図９参照
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）、或いは図１９Ａの列５３の場合のように螺旋形であってもよく（剛毛基体の一部の平
面図又は展開図）、或いは任意所望のパターンであってよい。互いに間隔を置いた剛毛パ
ターンの平面図である図１９Ｂを参照されたい。
　本明細書の特許請求の範囲は、本発明の範囲及び精神に属する改造例及び変更例を包含
するものである。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】ヘアブラシの概略斜視図である。
【図２】ヘアブラシの概略側面図である。
【図３】ヘアブラシの略図であり、特に、剛毛セグメント基体の鼓形又は滑らかに湾曲し
た凹状中央部分を示す図である。
【図４】凹状中央領域を備えた平らな矩形剛毛基体の概略側面図である。
【図５】図４及び図７のヘアブラシの端面図である。
【図６】円筒形の形状で終端した剛毛端部を備えるヘアブラシの概略側面図である。
【図７】凹状中央領域及び特定の形状で終端した剛毛端部を備える矩形剛毛基体を備えた
ヘアブラシの概略側面図である。
【図８】ヘアブラシの概略端面図である。
【図９】ヘアブラシの概略部分端面図である。
【図１０】中央円筒形領域を備えた丸形ヘアブラシの概略斜視図である。
【図１１】半径方向等距離の中央領域を備えた丸形ヘアブラシの概略側面図である。
【図１２Ａ】剛毛基体に平らな又は円筒形中央領域を備えた台形鼓形のヘアブラシの略図
である。
【図１２Ｂ】剛毛基体に円筒形中央領域を備えた凹状鼓形のヘアブラシの略図である。
【図１２Ｃ】剛毛基体に円筒形中央領域を備えた凸状鼓形のヘアブラシの略図である。
【図１３Ａ】矩形剛毛基体の概略側面図であり、台形又は凹状剛毛基体が平らな又は半球
形中央領域を備えている状態を示す図である。
【図１３Ｂ】図１３Ａのブラシの端面図である。
【図１４Ａ】平らな又は半球形中央領域を備えた台形剛毛基体を有する矩形の平らなブラ
シの概略斜視図である。
【図１４Ｂ】平らな又は半球形中央領域を備えた台形剛毛基体を有する長円形の平らなブ
ラシの概略斜視図である。
【図１５Ａ】矩形の平らなヘアブラシの概略端面図である。
【図１５Ｂ】長円形の平らなヘアブラシの概略端面図である。
【図１５Ｃ】楕円形ヘアブラシの概略端面図である。
【図１６】円筒形の形状で終端した剛毛端部を備える中央円筒形領域を有する丸形ヘアブ
ラシの概略側面図である。
【図１７】平らな又は半球形領域を備えると共に特定の形状で終端した剛毛端部を備える
矩形剛毛基体を有する平らなヘアブラシの概略側面図である。
【図１８】図１７のヘアブラシの概略端面図である。
【図１９Ａ】螺旋のヘアブラシ剛毛形態及び所定の互いに間隔を置いた剛毛形態の平面図
である。
【図１９Ｂ】螺旋のヘアブラシ剛毛形態及び所定の互いに間隔を置いた剛毛形態の平面図
である。
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